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山
旅
【
ひ
と
り
画
っ
展
】
一
一
六
九
号

『
日
本
百
名
山
の
伝
説
と
神
話

（
六
九
）

』

瑞
牆
山
の
は
な
し

「
謎
の
文
字
と
増
富
温
泉
の
伝
説
」

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

奥
秩
父
の
岩
峰
の
山
、
瑞
牆
山
（
み
ず
が
き
や
ま
）
は
、
奥
秩
父
の
西
部
・
山
梨
県

北
杜
市
に
あ
っ
て
、
全
山
奇
岩
怪
石
と
い
わ
れ
る
岩
が
、
よ
り
あ
つ
ま
っ
て
い
る
と
い

っ
て
い
い
ほ
ど
の
岩
山
で
す
。
岩
峰
群
の
一
つ
ひ
と
つ
に
名
前
が
つ
い
て
い
て
、
鋸
岩

と
か
大
ヤ
ス
リ
岩
、
小
ヤ
ス
リ
岩
、
小
面
岩
、
ま
た
洞
ノ
岩
、
十
一
面
岩
な
ど
の
名
が
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あ
り
ま
す
。

「
み
ず
が
き
」
の
字
に
「
瑞
牆
」
の
字
を
使
い
始
め
た
の
は
明
治
時
代
、
当
時
山
梨

県
知
事
だ
っ
た
武
田
千
代
三
郎
と
い
う
人
だ
っ
た
そ
う
で
す

「
み
ず
が
き
」
と
は
、

。

神
域
を
囲
む
垣
根
と
い
う
意
味
だ
そ
う
で
す
。
つ

ま
り
神
社
の
ま
わ
り
の
垣
根
の
よ
う
な
も
の
で
し

ょ
う
か
。

そ
も
そ
も
「
ミ
ズ
ガ
キ
」
の
文
字
は
、
江
戸
時

代
の
甲
斐
の
国
の
「
地
誌
」
に
も
登
場
し
て
い
ま

す
。
そ
の
地
誌
『
甲
斐
国
志

（
か
い
こ
く
し
）

』

（

、

）

、

の
金
峰
山
の
項

巻
之
二
十

山
川
部
第
一

に

「
一
金
峰
山-
-
-
-
-
-

臆
乗
ニ
曰
ク
、
古
図
ニ
金
峰
ヲ
玉
塁
ト
ス
、
多
麻
賀
畿
（
タ
マ
ガ

キ
）
ト
訓
ズ
ベ
シ
、
今
小
尾
（
お
び
）
村
・
比
志
（
ひ
し
）
村
等
ノ
里
人
、
此
ノ
山
麓

ヲ
指
シ
テ
瑞
塁
（
み
ず
が
き
）
ト
呼
ブ
、
蓋
シ
古
名
ノ
偶
に
存
シ
タ
ル
ナ
ラ
ン
ト
」
と
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あ
り
ま
す
。

つ
ま
り

「
古
い
地
図
に
は
金
峰
山
の
山
名
を
、
玉
塁
と
書
い
て
「
タ
マ
ガ
キ
」
と

、

読
ま
せ
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
ふ
も
と
の
小
尾
（
お
び
）
村
や
、
比
志
（
ひ
し
）
村

の
人
た
ち
は

こ
の
山
の
ふ
も
と
を
瑞
塁

み
ず
が
き

と
呼
ん
で
い
た

こ
の

瑞

、

（

）

」
。

「

塁
」
が
「
瑞
牆
」
の
文
字
に
な
っ
た
と
い
う
の
で
す
。

こ
れ
で
は
、
金
峰
山
は
「
タ
マ
ガ
キ
」
と
い
う
山
名
で
、
そ
の
ふ
も
と
は
「
ミ
ズ
ガ

キ
」
と
い
い
、
そ
の
ミ
ズ
ガ
キ
が
い
ま
の
瑞
牆
山
に
な
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か

し
金
峰
山
と
瑞
牆
山
は
同
じ
山
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
瑞
牆
山
と
金
峰
山
は
、
全
然
別
の

独
立
峰
で
あ
り
、
ち
ょ
っ
と
こ
の
見
方
は
無
理
で
な
い
か
と
の
説
も
あ
り
ま
す
。

山
名
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
別
の
説
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
付
近
で
は
、
山
稜
が
三
つ

に
分
か
れ
る
所
を
「
三
繋
（
つ
な
）
ぎ
」
と
い
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
そ
の
「
み
つ
な

ぎ
」
が
神
へ
の
敬
い
か
ら
、
み
や
び
な
呼
び
方
で
瑞
牆
（
み
ず
が
き
）
に
な
っ
た
の
で

は
、
と
の
説
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
さ
ら
に
こ
の
山
が
崖
だ
ら
け
で
あ
り
地
形
の
特
徴
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か
ら
、
み
ず
が
き
の
「
が
き
」
は
崖
の
こ
と
だ
と
い
う
意
見
も
あ
る
よ
う
で
す
。

山
頂
は
東
西
、

ふ
た
つ
の
峰
に
分

か
れ
て
い
て
、
東

峰
に
三
角
点
と
祠

が
あ
り
、
西
峰
は

弘
法
岩
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。
頂
上

か
ら
は
、
南
東
に

は
金
峰
山
、
南
に

御
坂
山
塊
、
そ
の

上
に
富
士
山
、
南

、

、

。

西
に
目
を
移
せ
ば
南
ア
ル
プ
ス

中
央
ア
ル
プ
ス

北
ア
ル
プ
ス
と
絶
景
の
展
望
で
す
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ま
た
初
夏
の
こ
ろ
に
は
ア
ズ
マ
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
、
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
の
大
群
落
が
咲
き
乱
れ

て
い
ま
す
。

▼
【
古
代
文
字
伝
説
】

と
こ
ろ
で
瑞
牆
山
の
南
側
南
側
に
は
、
西
に
流
れ
る
ア
マ
ド
リ
沢
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
上
流
の
岩
壁
に
は
、
弘
法
大
師
の
も
の
だ
と
す
る
文
字
と
、
古
代
文
字
だ
と
す
る
二

。

、

つ
の
文
字
が
彫
っ
て
あ
る
そ
う
で
す

大
正
か
ら
昭
和
初
期
の
登
山
家
の
大
島
亮
吉
が

雑
誌
『
山
岳
』
に
寄
せ
た
一
文
「
瑞
牆
山
・
小
倉
山
」
に
次
の
よ
う
な
こ
と
が
書
い
て

あ
り
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
長
い
で
す
が
、
ご
勘
弁
く
だ
さ
い
。

「-
-
-

瑞
牆
山
名
所
と
し
て
弘
法
大
師
文
字
お
よ
び
古
代
文
字
な
る
も
の
あ
り
。
と

も
に
ア
マ
ド
リ
沢
の
上
流
に
在
り
て
、
大
い
な
る
岩
壁
に
刻
せ
る
文
字
な
り
。
古
く
よ

り
「
ヤ
マ
シ

（
山
師
？
）
の
間
に
知
ら
れ
た
る
も
の
な
り
と
言
う
も
、
近
時
山
麓
増

」

富
村
青
年
団
の
道
を
開
き
、
道
標
を
打
ち
て
そ
の
名
所
の
喧
伝
に
努
め
お
れ
り
。
同
文

字
は
二
ヶ
所
に
あ
り
て
弘
法
大
師
が
遊
び
に
来
て
刻
め
り
と
伝
う
る
も
の
は
、
ア
マ
ド
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リ
ザ
ワ
左
岸
の
金
峰
山
図
幅
に
は
な
き
小
岩
峰
に
二
字
二
行
に
刻
ま
れ
た
も
の
な
り
と

言
う
も
、
小
生
は
訪
ね
ん
と
し
て
道
を
発
見
し
得
ざ
り
し
た
め
訪
わ
ず
。-

-
-

-
-
-

た
だ
古
代
文
字
と
称
せ
ら
る
る
も
の
を
訪
い
た
り
。
同
地
点
は
金
峰
山
図
幅
瑞

牆
山
頂
二
二
三
〇
・
二
米
よ
り
正
西
に
五
峰
の
岩

峰
連
続
せ
る
内
最
西
よ
り
第
二
番
目
の
岩
峰
の
西

側
の
壮
大
な
る
岩
壁
面
に
あ
る
も
の
に
て
同
地
点

ま
で
微
か
な
る
道
あ
り
。
文
字
は
約
一
丈
程
の
長

さ
に
て
、
平
均
二
尺
四
方
程
の
大
き
さ
の
文
字
五

六
字
を
花
崗
岩
に
刻
め
り
。
風
化
し
て
ほ
と
ん
ど

字
形
を
止
め
ず
。
最
初
は
こ
れ
は
人
工
の
も
の
に

非
ず
と
思
い
た
る
も
余
り
に
不
自
然
に
字
形
を
な
し
居
る
と
、
同
附
近
岩
面
に
こ
れ
に

似
た
る
皺
襞
（
し
ゅ
う
へ
き
）
を
全
然
認
め
ず
、-

-
-

-
-
-

且
、
同
岩
壁
の
上
方
殆
ど
垂
直
に
し
て
十
数
丈
程
高
き
岩
壁
に
縦
に
細
長
き
長
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、

、

正
方
形
の
岩
窟
ら
し
き
も
の
あ
り
て

同
地
点
ま
で
の
岩
登
り
は
余
程
困
難
な
れ
ど
も

か
つ
て
岩
茸
採
り
が
好
奇
心
に
駆
ら
れ
て
登
り
み
た
る
に
同
岩
窟
内
に
剣
一
振
り
奉
納

し
あ
り
た
り
と
聞
き
た
る
を
も
っ
て
こ
れ
と
考
え
あ
わ
せ
て
、
古
く
修
験
者
の
同
岩
窟

に
修
行
し
て
、
そ
の
際
に
て
も
刻
み
た
る
に
は
非
ず
や
と
判
断
し
て
、
同
古
代
文
字
の

や
は
り
人
工
の
も
の
な
ら
ん
と
小
生
も
信
じ
た
る
次
第
な
り
。-

-
-

-
-
-

し
か
れ
ど
到
底
大
な
る
足
場
に
て
も
造
り
為
さ
ざ
る
時
は
人
工
に
て
は
不
可
能

な
る
個
所
に
刻
ま
れ
あ
る
を
も
っ
て
、
よ
く
一
人
の
修
験
者
に
し
て
如
何
に
時
間
と
労

力
と
を
厭
わ
ざ
る
者
な
り
と
い
え
ど
も
仲
々
に
な
し
遂
げ
難
き
を
思
い
て
未
だ
完
全
に

疑
念
晴
れ
ず
、
同
文
字
よ
り
岩
窟
ま
で
の
岩
壁
は
ほ
と
ん
ど
垂
直
に
し
て
五
六
丈
の
高

さ
な
り
。
文
字
の
凹
み
を
登
れ
ば
足
場
と
手
懸
か
り
は
相
当
あ
れ
ど
、
小
生
は
ロ
ー
プ

な
く
し
て
は
下
降
不
可
能
と
思
い
て
躊
躇
し
た
り
。
右
方
に
垂
直
の
チ
ム
ニ
イ
あ
り
。

-
-
--
-
-

そ
れ
よ
り
登
る
こ
と
を
得
ん
も
一
ヶ
所
下
方
よ
り
望
み
て
悪
場
あ
り
。
同
文
字
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は
垂
直
に
し
て
滑
ら
か
な
る
チ
ム
ニ
イ
左
方
の
岩
面
に
あ
り
て
、
岩
窟
に
到
る
唯
一
の

絶
好
の
足
場
と
手
懸
か
り
を
な
し
居
れ
り
。
察
す
る
に
上
方
の
岩
窟
に
到
り
て
修
行
せ

ん
と
来
た
れ
る
謀
修
験
舎
の
文
字
を
刻
み
て
足
場
と
手
懸
か
り
を
造
り
つ
つ
、
該
岩
窟

に
攀
じ
る
た
る
も
の
に
は
非
ず
や
と
と
も
考
え
た
り
。-

-
-

」
と
あ
り
ま
す
（

日
本
山

『

岳
風
土
記
三
』
所
収

。
長
々
と
ス
ミ
マ
セ
ン
。

）

▼
【
弘
法
大
師
梵
字
伝
説
】

弘
法
大
師
の
文
字
と
い
わ
れ
る
も
の
は
、
や
は
り
ア
マ
ド
リ
沢
上
流
の
洞
ヶ
岩
の
洞

く
つ
に
あ
る
と
い
い
ま
す
。
そ
の
洞
窟
の
奧
に
梵
字
（
ぼ
ん
じ
）
ら
し
く
彫
ら
れ
た
凹

凸
が
あ
り
、
そ
れ
は
「
カ
マ
ン
ポ
ロ
ン
」
と
読
め
る
と
い
い
ま
す
。
意
味
は
「
大
日
如

来
不
動
明
王
」
で
、
こ
れ
が
弘
法
大
師
が
彫
っ
た
も
の
だ
そ
う
で
す
。
同
じ
洞
窟
の
中

に
は
行
者
が
修
行
を
し
た
跡
も
あ
る
と
い
い
ま
す
。

ち
な
み
に
梵
字
と
は
、
梵
語
を
書
く
の
に
使
う
文
字
で
、
弘
法
大
師
空
海
や
伝
教
大

師
最
澄
が
日
本
に
伝
え
た
密
教
と
密
接
な
結
び
つ
き
が
あ
る
そ
う
で
す
。
そ
う
い
え
ば
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平
安
初
期
、
空
海
が
霊
場
を
求
め
て
こ
の
山
に
来
た
と
の
伝
説
も
あ
り
ま
す
。

▼
【
空
海
霊
場
伝
説
】

平
安
時
代
弘
法
大
師
空
海
が
、
和
歌
山
県
の
高
野
山
の
よ
う
な
霊
場
を
も
と
め
て
、

全
国
を
め
ぐ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
こ
瑞
牆
山
に
も
や
っ
て
き
て
霊
場
と
し
て
ふ
さ
わ

し
い
場
所
と
し
て
、
修
行
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
あ
た
り
に
は
霊
場
を
つ
く

る
の
に
必
要
な
「
八
百
八
谷
」
が
な
い
こ
と
が
分
か
り
、
あ
き
ら
め
た
と
伝
え
ま
す
。

そ
の
後
、
大
師
は
条
件
に
合
う
場
所
を
探
し
な
が
ら
、
は
る
ば
る
和
歌
山
県
ま
で
行

き
、
や
っ
と
高
野
山
を
み
つ
け
た
と
い
う
。
文
字
は
ほ
ん
と
う
に
平
安
時
代
の
も
の
で

し
ょ
う
か
。
そ
れ
に
し
て
も
ま
か
り
間
違
え
ば
、
こ
こ
が
「
高
野
山
」
だ
っ
た
か
も
知

れ
な
か
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
す
。

▼
【
神
の
湯
伝
説
】

瑞
牆
山
の
ふ
も
と
に
は
増
富
温
泉
が
あ
り
、
下
山
後
ゆ
っ
た
り
と
湯
船
に
つ
か
り
、
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疲
れ
を
癒
す
登
山
者
も
多
く
見
か
け
ま
す
。
こ
こ
に
は
こ
ん
な
伝
説
が
あ
り
ま
す
。
増

冨
温
泉
は
、
昔
は
お
湯
が
一
ヶ
所
か
ら
湧
き
だ
し
て
い
て
、
村
人
は
神
の
湯
と
し
て
崇

め
、
神
聖
な
場
所
と
し
て
不
浄
な
こ
と
を
い
さ
め
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
あ
る
時
、
若
い
猟
師
た
ち
が
山
か
ら
イ
ノ
シ
シ
を
獲
っ
て
き
て
、
皮
を
剥

ぎ
は
じ
め
ま
し
た
。
そ
し
て
血
ま
み
れ
の
刃
物
や
汚
れ
た
手
、
足
を
こ
の
神
聖
な
湯
で

。

、

（

）

洗
っ
て
い
ま
し
た

す
る
と
神
の
湯
を
け
が
し
た
こ
と
に
怒
っ
た
神
が

白
髯

ひ
げ

の
仙
人
に
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
、
両
手
で
そ
の
湯
を
す
く
い
、
西
北
に
飛
び
去
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
神
の
湯
の
わ
き
出
す
量
が
減
り
、
そ
の
温
度
も
下
が
っ
て
し

ま
っ
た
と
い
い
ま
す
。
そ
の
後
、
仙
人
が
お
湯
を
す
く
っ
て
運
ぶ
と
き
に
、
両
手
の
す

き
間
か
ら
お
湯
が
し
た
た
り
落
ち
た
と
こ
ろ
に
、
新
し
い
温
泉
が
湧
き
だ
し
た
と
い
う

。

、

。

の
で
す

い
ま

五
〇
数
ヶ
所
も
の
湧
出
地
が
あ
る
の
は
そ
の
時
の
も
の
だ
そ
う
で
す

ま
た
、
瑞
牆
山
登
山
口
里
見
平
か
ら
、
増
富
方
面
へ
少
し
南
下
し
た
金
山
集
落
は
、
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昔
、
武
田
信
玄
の
金
山
採
掘
の
場
所
。
そ
の
人
夫
数
千
人
を
送
り
込
ま
せ
た
た
め
大
に

ぎ
わ
い

「
金
山
千
軒
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
人
家
が
繁
昌
し
た
そ
う
で
す
。
金
山
は
廃

、

坑
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
金
鉱
を
砕
い
た
石
臼
が
い
ま
も
残
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

▼
瑞
牆
山
【
デ
ー
タ
】

★
【
所
在
地
】

・
山
梨
県
北
杜
市
須
玉
町
（
旧
北
巨
摩
郡
須
玉
町

。
中
央
本
線
韮
崎
駅
の
北
東
二
四

）

。

、

。

キ
ロ

中
央
本
線
韮
崎
駅
か
ら
バ
ス
で
増
富
温
泉

歩
い
て
五
時
間
三
〇
分
で
瑞
牆
山

三
等
三
角
点
（
停
止
【
亡
失

）
と
写
真
測
量
に
よ
る
標
高
点
（
二
二
三
〇
ｍ
）
が
あ

】

る
。
地
形
図
に
山
名
瑞
牆
（
み
ず
が
き
）
山
と
標
高
点
の
標
高
の
記
載
あ
り
。

★
【
位
置
】

・
標
高
点
：
北
緯
三
五
度
五
三
分
三
六
・
四
五
秒
、
東
経
一
三
八
度
三
五
分
三
一
・
五
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五
秒
（
国
土
地
理
院
「
電
子
国
土
ポ
ー
タ
ルW

e
b

シ
ス
テ
ム
」
か
ら
検
索
）

★
【
地
図
】

・
二
万
五
千
分
の
一
地
形
図
「
瑞
牆
山(

甲
府)

」

▼
【
参
考
文
献
】

・

奥
秩
父
・
大
菩
薩
連
嶺

（
ア
ル
パ
イ
ン
ガ
イ
ド
三
五
）
羽
賀
正
太
郎

（
山
と
溪

『

』

。

谷
）
一
九
七
九
年
（
昭
和
五
四
）

・

甲
斐
国
志
』
松
平
定
能
（
ま
さ
）
編
集
。
一
八
一
四
（
文
化
一
一
年

：
大
日
本

『

）

地
誌
大
系
四
五
『
甲
斐
国
志

（
第
二
巻
）
佐
藤
八
郎
ほ
か
校
訂
（
雄
山
閣
）
一
九
八

』

二
年
（
昭
和
五
七
）

・

甲
州
の
伝
説

（
日
本
の
伝
説
一
〇
）
土
橋
里
木
・
土
橋
治
重
（
角
川
書
店
）
一

『

』

九
七
六
年
（
昭
和
五
一
）
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・

角
川
日
本
地
名
大
辞
典
・
山
梨
県

（
角
川
書
店
）
一
九
九
一
年
（
平
成
三
）

『

』

『

』

（

）

（

）

・

新
日
本
山
岳
誌

日
本
山
岳
会

ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版

二
〇
〇
五
年

平
成
一
七

・

日
本
山
岳
風
土
記
三
』
田
部
重
治
、
辻
村
太
郎
監
修
（
宝
文
館
）
一
九
六
〇
（
昭

『
三
五
）

・

日
本
山
岳
ル
ー
ツ
大
辞
典
』
村
石
利
夫
（
竹
書
房
）
一
九
九
七
年
（
平
成
九
）

『
・

日
本
三
百
名
山
』
毎
日
新
聞
社
編
（
毎
日
新
聞
社
）
一
九
九
七
年
（
平
成
九
）

『
・

日
本
山
名
事
典
』
徳
久
球
雄
ほ
か
（
三
省
堂
）
二
〇
〇
四
年
（
平
成
一
六
）

『
・

日
本
歴
史
地
名
大
系
一
九
・
山
梨
県
の
地
名

（
平
凡
社
）
一
九
九
五
年
（
平
成

『

』

七
）

・

山
の
憶
い
出
』
小
暮
理
太
郎
：

日
本
山
岳
名
著
全
集
二

（
あ
か
ね
書
房
）
一
九

『

「

」

六
二
年
（
昭
和
三
七
）

・

梵
字
手
帖
』
徳
山
暉
純
（
き
じ
ゅ
ん

（
木
耳
社
・
も
く
じ
し
ゃ
）
一
九
八
四
年

『

）

（
昭
和
五
九
）
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【
お
知
ら
せ
】

★
ア
マ
ゾ
ン
本
・
作
者
コ
ー
ナ
ー

h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
a
m
a
z
o
n
.
c
o
.
j
p
/
s
t
o
r
e
s
/
a
u
t
h
o
r
/
B
0
0
4
L
1
S
D
T
E

★M
y
b
o
o
k
s

ほ
か

h
t
t
p
s
:
/
/
t
o
k
i
.
m
o
o
.
j
p
/
b
a
i
t
e
n
/
b
a
i
t
e
n
.
h
t
m
l

★
グ
ッ
ズ
・S

U
Z
U
R
I

社

h
t
t
p
s
:
/
/
s
u
z
u
r
i
.
j
p
/
t
o
k
i
-
s
u
z
u
r
i
/
p
r
o
d
u
c
t
s


